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福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム　さくら2番館

木造作りにこだわった事業所の建物が、一面平野のなかに溶け込んで
いる。近くに小中学校や神社があり、地域の子どもたちの声が心地よ
く聞こえてくる。利用者がゆっくり時間を過ごせるように、建物入口
に、広い空間を設けている。
　働き方改革に取り組み、いろんな方が働く機会に恵まれている。職
員を大切にし、職員同士がお互いを認め合い、利用者にとって良い支
援を導き出している。地域へ情報を発信し、認知症や事業所の理解を
深めている。
理念に掲げている、「地域のために、地域とともに」の精神や家庭的
な雰囲気で利用者が自分らしく生活することを大切にしている。季節
を取り入れ自立を促し、職員のストレスが少ないことも多きな財産で
ある。

所 在 地
（電　話）

福岡県小郡市八坂489番地1

１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

4092900101

社会福祉法人　ひじり会

0942-73-0084

グループホームさくら2番館は、小郡市八坂の味坂小学校のグラウン
ドの真向かいにあります。2階建ての2階に位置し、1階には、看護小
規模多機能型居宅介護があります。居室は全室南向きで明るく広いﾘ
ﾋﾞﾝｸﾞでは利用者様が自分のﾍﾟｰｽでゆったりと生活できるよう心和む
快適な空間となっています。私達が大切にしている思いは「地域のた
めに　地域とともに」です。ご利用者様が、住みなれた小郡の地で、
地域とともに、安心してお過ごしいただけるように、そして、私たち
スタッフが、地域とともに、ご利用者様をサポートしていくことがで
きるように、この理念をｽﾀｯﾌ全員で共有しています。そして、ご利用
者様お一人お一人の生活背景を大切にし、これまでの生活を可能な限
り継続していただけるように又、生きている喜びを感じていただける
よう役割を見出し生き甲斐を持っていただけるよう支援に努めていま
す。思いを聞き出し、ご自分のペースで生活していただけるよう支援
しています。また、長い廊下を生かした歩行訓練など、個別にﾘﾊﾋﾞﾘﾒ
ﾆｭｰを考え取り組んでいます。利用者様の笑顔を見る事がｽﾀｯﾌにとっ
て仕事の喜び充実感となります。もっとたくさんの笑顔が見れるよう
努力していきたいと思います。

評価結果確定日

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関
係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる

1

2

―3

地域の方が参加する運営推進会議において、
毎回、小勉強会を開催している。認知症につ
いての理解などの報告と講習を行っている。
今回、移動売店の販売所としての提案を頂
き、施設を開放することで地域に貢献できる
よう努めたい。

『地域のために　地域とともに』の法人理念
を職員研修会で全員で共有している。また、
ご利用者様が認知症があっても住み慣れた地
域で尊厳のある生活を過ごしていただけるよ
う「家庭的な雰囲気のなで、その人らしさを
尊重し思いやりを持って寄り添います」とい
う事業所理念を掲げ、支援するよう心がけて
いる。

事業所の情報は地域へ発信され、行事へ積極
的に参加しているとともに、事業所の行事に
地域住民が多く参加している。小中学生との
定期的な交流に加え、保育園児との交流の機
会が増えた。また、２月から事業所が移動販
売車の停車場となり、更に、地域住民との交
流が期待できる。

地域の皆様に、挨拶や声掛けを心がけ気軽に
立ち寄れる雰囲気作りに努めている。また、
宝城中学校の職場体験、味坂小学校の運動会
や餅つきの見学など、交流を深めている。施
設内イベントでは地域への広報を行い、多く
の参加がある。また、今後地域の移動売店の
販売所として施設し利用者と地域の方の交流
が増えるよう取り組んでいきたい。

2

法人本部開催の身体拘束廃止委員会に参加
し、常日頃から拘束が行なわれていないか確
認し身体拘束がないよう努めている。拘束の
具体的な行為についても新人研修や、職員研
修会等で学ぶ機会を設け、身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる。

研修記録・資料等を残し、いつでも活用でき
るようにして欲しい。

ユニットの出入り口は、利用者の安全を守り
ながらできる限り開錠している。外出傾向が
ある利用者には、声かけや気持ちを紛らわせ
る対応もするが、利用者と一緒に屋外を散歩
する。身体拘束に関する勉強会は、内部外部
を通じ、職員が学ぶ機会を設けているが、研
修の実施記録は確認出来なかった。

4

6 5

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

法人の理念は月に１回の職員研修会で唱和
し、ユニット目標は目につくところに掲げ、
日常的に目標に向けた意識付けがなされてい
る。事業所が地域の一員として参加する行事
にも理念にどう結びつくのか検証している。
事業所独自の理念はない。

外部評価

今後、事業所独自の理念を作ることを期待し
ます。

運営推進会議は、奇数月の第３木曜日に開か
れ、行政職員や地域住民代表が参加してい
る。事業所の実際を報告することで意見をい
ただき、取り組みを深く理解してもらえる。
会議を通じて、事業所が地域へ貢献できるこ
とも増えている。

行政とは密に連携し、運営に関する報告や連
絡相談を行い、情報を共有している。行政と
の関係性から、勉強会へ参加等している。窓
口には事業所のパンフレットが設置され、事
業所の理解を深めるよう取り組んでいる。

4

日常生活の状況や行事等の報告をし、意見や
要望を頂きサービスの向上に努めている。地
域役員の方には、地域のお祭りや敬老会など
の地域行事への参加、また、１月から地域と
の交流を深めるための移動売店の提案を頂
き、地域参加できるように努めている。

5

運営推進会議に市役所担当職員に参加してい
ただき、取り組み状況の報告や情報交換を行
なっている。また、三井小郡医師会主催の勉
強会に参加させていただいたり、小郡市老人
福祉計画作成協議会に参加し交流を深めてい
る。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を
把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

―7

身体虐待のみならず心理的虐待等が行なわれ
ていないか確認し、未然に防ぐよう積極的に
取り組んでいる。また、利用者様の尊厳を傷
つけたり残存機能維持の機会を奪ったりする
ような取り組みが無いか確認している。

12

運営者は各職員が意欲を持って職務に当たる
ことが出来るように、状況に応じて面接や会
話を通して、心身の健康管理に気を配り、そ
れぞれの個性や適応性の把握に努めている。

―

11

ケアカンファレンス等で職員からの提案、意
見等を集め利用者本位の運営が出来るように
努めている。 日頃より職員同士のコミュニ
ケーションがが円滑で意見を言い合える職場
環境が整っている。また、責任者も出来る限
り現場にいて職員の意見を聞き入れ反映でき
るようにボトムアップの体質づくりに勤めて
いる。

8

職員は日頃から運営に関し、積極的な気づき
やアイディアを伝え、運営に活かされてい
る。職員同士の関係は良好で、利用者支援の
向上のため、意見交換を行う。管理者は職員
の状況に応じ個別面談を行う等、意見を聴く
機会を設けている。

10

苦情受付の窓口を重要事項説明書を通して、
入居時に説明している。又、気軽にいつでも
意見や要望を表していただけるように、管理
者の連絡先をご提示し、また、ご家族と話し
やすい関係性の構築を行い意見や要望をいつ
でも受け付けられるようにしている。又、苦
情対応のマニュアルを設けている。

7

利用者の意見や要望については、日頃から耳
を傾けている。帰宅願望が強い利用者は、事
前準備のうえ、自宅に連れて行ったこともあ
る。今年の目標は、本人希望の外食を叶える
ことである。家族の意見や要望も積極的に耳
を傾けている。受診に関する連携や、家族会
等を通じ、その機会を増やすよう工夫してい
る。

9

契約や解約時には、契約書及び重要事項説明
書を書面にて提示し、内容の説明を行うとと
もにご質問やご意見を聞きながら、不安のな
いよう納得していただけるよう、説明を行
なっている。また、加算や看取りの同意、個
人情報の保護等についても書面をもって説明
を行なっている。

―

8

権利擁護に関する制度についていつでも触れ
ることが出来るようにパンフレットなどを常
備している。成年後見制度についても同様に
資料を閲覧できるように配置し、スタッフが
いつでも学ぶことが出来るように研鑽に努め
ている。

研修記録等を残し、いつでも活用できるよう
にして欲しい。

6

権利擁護の制度に関して、利用者や家族への
説明は利用開始時に行っている。パンフレッ
トは常備し、問い合わせがあれば全ての職員
が対応できるようにしている。勉強会やカン
ファレンスで制度について学ぶ機会がある
が、研修の実施記録は確認できなかった。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたって
は性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにし
ている。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮し
てい生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重す
るために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組ん
でいる

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量
を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

18

ご相談がある場合には、ご利用前に必ずホー
ムに来館して頂き説明を行うとともに、不安
や希望もお聞きしている。また、ご本人、ご
家族様と積極的にコミュニケーションを図る
ように心がけ、意見を発しやすい雰囲気作り
を心がけている。

―

17

ご利用者様の生活暦や現在の様子、不安や要
望などを面談等を通じて、しっかりお聞きす
るようにしている。また、担当ケアマネー
ジャーやソーシャルワーカーと職員が連携
し、ご利用者様のニーズに応じられるように
努めている。

―

16

小郡市よりご案内のある研修会や事業所協議
会の研修、地域密着型サービス事業所の意見
交流会など、機会があるごとに参加体制を確
保できるように努めている。また、特定の職
員だけでなく多くの職員が参加できるように
割り当てを行い交流を通じてサービスの質の
向上につながるように取り組んでいる。

―

15

月一回、法人本部にて職員研修会を行なって
いる。月ごとにテーマを設け職員全体のレベ
ルアップに励んでいる。また、新人職員につ
いてはホームでの研修を行いスキルアップに
努め外部研修にも出来るだけ参加する仕組み
を作っている。

―

14

法人代表者及び管理者は全職員に対して日頃
よりご利用者様の尊厳を守ることを教育して
いる。カンファレンスでも一人ひとりの尊厳
を大切にした個別ケアが行なわれているか確
認している。人権フェスティバルなどの紹介
を行い、参加をするように促している。

資料等を残し、いつでも活用できるようにし
て欲しい。

13

職員採用に当たっては広く募集を行い、公正
な採用選考を行なっている。幅広い年代の職
員がご利用者様に係わることでご利用者様の
ホームでの生活環境が良くなるように努めて
いる。また、職員の自主性を大切にし、地域
活動や自己研鑽を積極的に行うようにしてい
る。

9

10

働き方改革を行い、多くの職員が働く機会が
ある。職員の希望に応じた勤務体制を改革
し、新規採用に関しても、性別や年齢で排除
することは全くなく、条件に見合う働き方を
検討する。資格取得支援を行い、多くの職員
が意欲的に取り組んでいる。

人権に関する勉強会は内部研修を実施してい
る。同日参加できない職員も申し送りを受
け、職員全員が学ぶ機会がある。中学校が行
う「人権フェスティバル」に参加したことも
ある。研修の実施記録は確認できなかった。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利
用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めてい
る

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

24

入居契約時に法人の関係施設の説明を行い、
継続したサービスの提供が可能であることを
説明し、ご利用者様の居場所作りと、ご家族
様へのフォローが出来るよう努めている。ま
た、サービス終了後も、ご相談等を通じて、
関係が継続していくことを説明し安心してい
ただけるよう努めている。

―

23

孤立するご利用者様がいないよう外出やレク
リエーションへの声掛けを行い、他のご利用
者様等との交流が出来るように促している。
コミュニケーションが困難な場合、職員が間
に入り会話をつなぎ、ご利用者様同士がよい
関係を構築・継続できるように支援してい
る。

―

22

ご利用者様のこれまでの生活歴、趣味などの
情報収集を行うと共に、住み慣れた地域に出
かけたり馴染みの深い場所を尋ねることが出
来るように支援している。また、入所後もか
かりつけ医への病院受診を行いなじみの関係
の継続を支援している。

11

管理者は入居前に自宅を訪問し、利用者の生
活や馴染みの人や場所を把握している。以前
利用していたデイサービスの利用者との交流
を行ったり、外出するときには、事前に回想
し思い出の場所を訪問するようにしている。
かかりつけ医は変更せず、利用者が安心して
生活できる工夫がある。

21

職員はご利用者様の家族と協力し一緒に支え
ていく視点から、日頃のご利用者様の状況を
お伝えするとともに、趣味や特技、生活歴の
情報を収集し、、その人らしい生活頂けるよ
う努めている。また、ご家族に認知症につい
ての理解を深めて頂けるよう努めている。年
末には家族会を行い交流を深めた。

20

職員とご利用者様は介護する人される人に留
まらず、一緒に生活をし協力し支えあう関係
でありたいと考えている。家事や買い物、外
出等をともに行い、ご利用者様のこれまでの
経験を生かしていただき知恵や特技を引き出
し、支えあう関係であるように努めている。

―

―

19

当事業所のサービス以外の選択肢の視野に入
れ、必要とされるサービスの情報が提供でき
るようケアマネージャー、ソーシャルワー
カー等と連携を図っている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努め
ている。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記
録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

生活歴、家族関係やなじみの方々、趣味や特
技、これまでの生活スタイル等、ご利用者様
やご家族から、情報を集め、出来る限りこれ
までの生活を継続し、その方らしく生活して
いただける努めている。利用前のケアマネー
ジャーやソーシャルワーカーとも連携を図る
よう努めている。

30

ご利用者様本人やご家族を汲み取り個別の対
応が取れるように支援している。状況によっ
ては協力医療機関や他事業所との連携を図っ
ている。外泊時の送迎支援や面会支援など、
必要に応じて相談しながら、ご利用者様及び
ご家族の生活の支援に努めている。

―

29

介護計画の実施記録、日常生活の中でのエピ
ソード記録、ご家族からの相談、職員の気づ
きなどを記入している。職員全員が情報を共
有し介護計画を見直していけるように努めて
いる。

―

28

入居時にご利用者様とご家族の希望を伺い、
出来る限り希望に添えるようなプランを立て
ている。また、かかりつけ医や職員等の意見
を取り入れ、反映できるよう多職種連携での
カンファレンスを行い、計画を作成してい
る。モニタリング時にもご利用者様本人及び
ご家族の意向を再確認している。

27

事前に聴き取りし得た情報を基本とし、生活
していただく中でご利用者様と接し、具体的
な情報が収集できるように努めている。ま
た、アセスメントシート等を活用して、状態
把握が出来るように努めている。

―

13

ケアプランの開始と共に担当職員はモニタリ
ングを始める。担当職員がモニタリングした
内容を計画作成担当者は課題分析表に落とし
込み、評価する。それを元にケース会議の場
で他職員や医療面からの意見や情報を加え、
検討したものを担当者会議で話し合う。それ
を家族に説明し、同意を得たものが次期ケア
プランとなる。

25

一人ひとりの希望される暮らしを会話や生活
の中で表現できるよう支援し、ご本人のいこ
うが確認できない場合でも、ご家族等より情
報を教えていただき、利用者本位の個別ケア
が出来るよう検討している。

12

法人が作成したアセスメントシートを用い、
本人や家族の思いや意向を聴き取っている。
本人から直接思いや意向が示されない場合に
は、本人と関係性の良い職員が、日頃の関わ
りの中から、本人の思いや意向を感じ取って
いる。入居後の生活の中で、新しく得られた
情報等は、申し送りノート等により職員間で
共有されている。
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福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々
の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援して
いる

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急
手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

―

入院された場合医療機関(ソーシャルワー
カー）、ご家族と密に情報交換を行い、早期
t退院できるように連携している。また、退
院後も医師、看護師等に相談し助言を頂きな
がらケアを行い再発防止に努めている。

31

運営推進会議を利用し、ご利用者様の状況を
説明すると共に、市役所職員や民生委員、地
区役員の方々の意見を頂いている。ボラン
ティアや慰問も積極的に受けている。地域の
公共施設を利用したり、お祭りや催しに参加
している。

―

マニュアルを通して、急変や事故発生につい
て確認を行なっている。また、法人本部で定
期的に行なわれている緊急時の対応について
のの研修に参加している。カンファレンスを
通してご利用者様の状況うをスタッフ間で共
有し、対応できるように努めている。

35

入所時に重度化や終末期のあり方について十
分な説明を行い看取りケアの方針に同意を得
ると共に、終末期に関する意思確認を書面し
て行なっている。協力病院やかかりつけ医等
と連携し重度化や終末期に対応できる体制を
とることができるよう運営推進会議等も含め
て体制つくりに努めている。

32

協力病院との連携を大切にしつつ、ご利用者
様本人やご家族が希望される医療機関を利用
して頂いている。また、緊急時おける協力病
院との体制についても説明したうえで、安心
して希望に添える医療機関を選択している。

34

看取り自体は経験していない。運営推進会議
等で、地域で活用できる看取りに関わる医療
機関情報を収集している。重度化や看取りに
ついては、入居当初は、大まかな方向だけを
確認しておき、利用者・家族の状況の変化に
合わせて、細かな調整を適切に重ねて行く事
を方針としている。

36 ―

15

33

１階の施設の看護師等と連携を図り、些細な
こともでも相談し助言を受け、スタッフ間に
も伝達している。看護師、スタッフが利用者
の健康状態を十分に把握できるようにできる
限りスタッフも看護師に同行しチェックを行
うよう心がけている。

―

入居時に主治医変更は求めていない。市内の
医療機関であれば、施設職員が受診を支援し
ている。家族が受診支援する場合には、医師
への質問や相談内容をメモして家族に渡して
いる。市外の医療機関に家族が受診する際
は、移動方法について相談に応じている。

14
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福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が
避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

ハザードマップ上は危険区域になっていない
が、可能性としては宝満川の氾濫が予想され
る地域にあるため、火災時の避難訓練の他に
水害を想定した訓練にも取り組んでいる。市
の消防からは、水害時には、避難所に向かう
より、建物内での垂直避難が適切との助言を
得ている。災害時には、近隣からの避難者の
受け入れも想定している。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

定期的に防火訓練を行い、消防署にも立ち
会って頂き防火訓練を開催することが出来
た。運営推進会議で地域の方に避難協力の依
頼をする共に場合によっては避難所としても
利用していただけるよう声かけしている。災
害時マニュアルと緊急連絡簿を設けている。

消防署の指示に従い、備蓄品は２階に整備し
て欲しい。

16

―

食事に関心を持って貰うため、食事前に献立
を説明している。食器・カップ・箸等の食事
用具は、自宅で本人が使用していた物をその
まま使用している。献立・調理は自施設で
行っているため、利用者の希望は反映され易
い。季節の食事や行事食に力を入れている。

ご利用者様の状況に応じて、食事の準備や片
付け、調理の補助などを依頼している。季節
を感じていただけるように献立を工夫するこ
とで食事を楽しんでいただけるように工夫し
ている。又、利用者の意見を伺いながらマン
ネリ化しないよう改善に努めている。

18

41

入浴時等、本人の好みの服を選んで頂けるよ
う支援している。理容、美容室は本人の希望
を重視している。ご自分で訴えられない方
も、定期的にカットサロンを利用できるよう
配慮している。

40

催事以外、特に日課を決めずにその日の天候
や利用者の希望に添って少人数もしくは個別
に対応できる体制にしている。起床、就寝、
食事、入浴時間等個人のペースを大切にする
よう心がけている。

―

42

39

利用者の自己決定を尊重し、日頃から傾聴と
理解していただけるような説明を心がけてい
る。また、意思表現が少ない方も可能な限り
自己表現できるよう声掛けの工夫や表情から
読み取る等の取り組みを行なっている。

―

38

入居されるときに別紙にて個別情報保護につ
いての確認を行なっている。また、訪室、入
浴、排泄等やむをえず入室する場合はプライ
バシーを損ねることが無いような声掛けを心
がけている。プライバシーに関わることを大
声で話し合ったりすることは慎むよう職員間
で注意しあっている。

17

居室ドアの小窓はスリガラスのため、外から
中の様子を窺えない。家族と込み入った話を
する際には、１階の事務所で行っている。面
会簿の用意はない。面会者があるときには業
務日誌、本人の個人ファィルに記録してい
る。入居者への声かけについては、いろんな
機会を捉えて注意を喚起している。
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福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄
の自立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

48

安眠や休息の時間は個人差があるため個人の
習慣を重視し好きな時間に就寝、起床をして
頂いている。夜間、不眠傾向の方は日中なる
べく活動していただき安眠できるよう支援し
ている。利用者の状況に応じ、日中横になら
れる時間を設けるなど個別の対応を行ってい
る。

―

43

かかりつけ医や法人看護師との連携の中で、
糖尿病の方のカロリーが増えないようにおや
つを工夫したり疾患に対応して減塩を行うよ
うにしている。嚥下や咀嚼状態をよく観察し
必要に応じて刻み、ミキサー、とろみ食を提
供している。栄養バランスについては本部の
管理栄養士に相談している。

トイレのドアは引き戸になっている。トイレ
は人感センサーによる自動照明となってい
る。少しでも質の高い排泄の自立を目指して
支援している。パットの使用頻度が減った
り、紙パンツから布パンツになった利用者も
いる。排泄チェック表は利用者の排泄生活を
支援するツールであるから、支援する必要の
ある利用者に向けて用いられている。

―

―44

毎食後に歯磨き、うがいを行っている。自分
で不十分な場所は介助にて残渣物を除去して
いる。歯科医師との連携を図り、食事に対す
るクオリティが向上するよう必要に応じて受
診を勧めている。

全員が１日おきに入浴できるよう、お風呂は
毎日湧かしている。ゆず湯や菖蒲湯等季節の
お風呂は好評で喜ばれている。浴室から直接
トイレに行くことが出来るよう、浴室に接し
てトイレが設けられている。利用者が好みの
温度で入浴できるよう、入浴の順番に配慮し
ている。同性介助の希望があれば対応してい
る。

入浴は毎日出来るよう準備し個人の希望を尊
重しながら毎日あるいは１日おきに入浴を提
供するよう努めている。また、スタッフが湯
温の好みを把握し、冬至には昔からの習慣で
あるゆず湯にしたり、入浴を嫌う利用者様に
は声掛けの工夫等を行ない気持ちよく入浴し
て頂けるよう努めている。羞恥心の配慮とし
て一人ずつ入っていただき出来ないことのみ
介助を行っている。

1945

排泄の失敗がある利用者に関しては排泄
チェック表を作成し排泄パターンを把握する
ように努めている。失敗の無いようトイレの
声掛け、誘導を行い、紙パンツ等の使用は極
力避けかけ布パンツに移行している。

便秘予防の為運動、水分摂取を促し毎日の排
便状況の確認を行っている。排便傾向のある
御利用者様には主治医に相談し服薬等の対応
を行っている。ヨーグルトや牛乳・オリゴ糖
を提供するなど、乳製品等を活用できるよう
に努めている。

―

20

46

47
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福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用
量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、
生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

―

21

―

可能な限り外の空気が吸えるように支援し、
進んで外出されようとされない方にも個別に
戸外で過ごしていただく機会や買い物、外
食、ドライブ等に行く機会を設けている。

54

不快な音光がないように常に配慮している。
湿温時計を確認し換気を行ないながら適温・
適湿を保てるように調整している。食事位置
の配置や日頃過ごされる場所は、ご本人の意
思でほぼ固定されている場合もあり、馴染ん
だ場所で落ち着いて過ごしていただいてい
る。季節感を感じていただけるようご利用者
様と共に季節に応じたレイアウトをしてい
る。

22

木の色と感触により、優しく落ち着いた雰囲
気となっている。廊下は広く長いため、建物
全体がゆったりとしている。廊下を挟んで食
堂とリビングがある。この辺りは、食堂の窓
とリビングの窓からの陽射しで、明るく穏や
かな雰囲気となっている。換気に努めている
ので、建物内は、清潔感に満ちている。トイ
レは食堂から見えないところに設けられてい
る。

52

お金を所持することで安心されるご利用者様
がいる場合には家族の了解を得て所持してい
ただいている。また、入居時にお小遣いをお
預かりしている為、外出時などご自分の好き
なものを購入するなど自由に使用できるよう
支援している。

53

電話の利用はご家族等の都合を配慮しながら
可能な範囲でご利用いただいている。年賀状
や暑中お見舞い、お手紙の返事などスタッフ
が支援しながら書いていただいている。

建物裏に神社があり、参道は散歩コースに
なっている。天気次第ではあるが、屋外に出
るように努めている。散歩の際には、長い距
離を歩いたり、少しの距離で建物に戻ったり
と、利用者個々の体力や気持ちに応じて支援
している。福祉車両を持っており、季節の花
見には全員で出かけている。

51

50

日常生活において役割を持っていただくこと
で、生きがいを感じていただき、特技や趣味
が出来る場を提供することで楽しみを持てる
よう支援している。また、関連施設の行事や
地域のイベントなどにご利用者様をお連れし
たりするなど、楽しみごとの支援に努めてい
る。今後は、移動売店が楽しみの１つであ
る。

―

49

服薬している薬の内容がスタッフ全員が理解
できるよう薬の一覧表としてファイルし、い
つでも確認できるようにしている。ファイル
には薬の名前・写真・容量・効能・注意事
項・副作用等が記載されている。

―
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福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

57

場所を確認できるようその都度説明するなど
して、理解できるように工夫している。時
計・ネームプレート・カレンダーは利用者の
目線に合わせて設置している。季節を感じて
いただけるよう利用者と共に季節に応じたレ
イアウトをしている。

56

55 ―

23

リビングやダイニングを明確に分けている。
ソファーやテーブルを多く配置しているので
気のあった者同士が小集団を作りやすい環境
になっている。テーブル分けて配置すること
で一人でくつろいで過ごして頂くことも出来
る。

―

入居時に使い慣れた物や馴染みのあるもの
持ってきていただくよう説明し家具など以外
にも位牌や写真等も持ち込まれている。居室
内での生活が自立できるよう利用者・家族に
相談しながらレイアウトを考えている。

居室にはベッドとエアコンと洗面台が備え付
けられている。居室には持ち込まれた家具や
調度品が思い思いに配置されており、どの部
屋も個性にあふれている。居室にはトイレが
ないため、臭気がない。窓が大きく、居室は
２階にあるため、見晴らしが良く、どの部屋
からも遠く、未納連山や背振の山々が眺望で
きる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価

『地域のために　地域とともに』の法人理
念を職員研修会で全員で共有している。ま
た、ご利用者様が認知症があっても住み慣
れた地域で尊厳のある生活を過ごしていた
だけるよう「家庭的な雰囲気のなで、その
人らしさを尊重し思いやりを持って寄り添
います」という事業所理念を掲げ、支援す
るよう心がけている。

4

日常生活の状況や行事等の報告をし、意見
や要望を頂きサービスの向上に努めてい
る。地域役員の方には、地域のお祭りや敬
老会などの地域行事への参加、また、１月
から地域との交流を深めるための移動売店
の提案を頂き、地域参加できるように努め
ている。

3

法人本部開催の身体拘束廃止委員会に参加
し、常日頃から拘束が行なわれていないか
確認し身体拘束がないよう努めている。拘
束の具体的な行為についても新人研修や、
職員研修会等で学ぶ機会を設け、身体拘束
をしないケアに取り組んでいる。

5

運営推進会議に市役所担当職員に参加して
いただき、取り組み状況の報告や情報交換
を行なっている。また、三井小郡医師会主
催の勉強会に参加させていただいたり、小
郡市老人福祉計画作成協議会に参加し交流
を深めている。

6

4

2

地域の皆様に、挨拶や声掛けを心がけ気軽
に立ち寄れる雰囲気作りに努めている。ま
た、宝城中学校の職場体験、味坂小学校の
運動会や餅つきの見学など、交流を深めて
いる。施設内イベントでは地域への広報を
行い、多くの参加がある。また、今後地域
の移動売店の販売所として施設し利用者と
地域の方の交流が増えるよう取り組んでい
きたい。

1

2

―3

地域の方が参加する運営推進会議におい
て、毎回、小勉強会を開催している。認知
症についての理解などの報告と講習を行っ
ている。今回、移動売店の販売所として提
案いただき、施設を開放することで地域に
貢献できるよう努めたい。

5

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

権利擁護に関する制度についていつでも触
れることが出来るようにパンフレットなど
を常備している。成年後見制度についても
同様に資料を閲覧できるように配置し、ス
タッフがいつでも学ぶことが出来るように
研鑽に努めている。

―

6

9

契約や解約時には、契約書及び重要事項説
明書を書面にて提示し、内容の説明を行う
とともにご質問やご意見を聞きながら、不
安のないよう納得していただけるよう、説
明を行なっている。また、加算や看取りの
同意、個人情報の保護等についても書面を
もって説明を行なっている。

―

10

苦情受付の窓口を重要事項説明書を通し
て、入居時に説明している。又、気軽にい
つでも意見や要望を表していただけるよう
に、管理者の連絡先をご提示し、また、ご
家族と話しやすい関係性の構築を行い意見
や要望をいつでも受け付けられるようにし
ている。又、苦情対策のマニュアルを設け
ている。

7

11

ケアカンファレンス等で職員からの提案、
意見等を集め利用者本位の運営が出来るよ
うに努めている。 また、管理者は出来る
限り現場にいて職員の意見を聞き入れ反映
できるようにボトムアップの体質づくりに
勤めている。

8

12

運営者は各職員が意欲を持って職務に当た
ることが出来るように、状況に応じて面接
や会話を通して、心身の健康管理に気を配
り、それぞれの個性や適応性の把握に努め
ている。

―

7

身体虐待のみならず心理的虐待等が行なわ
れていないか確認し、未然に防ぐよう積極
的に取り組んでいる。また、利用者様の尊
厳を傷つけたり残存機能維持の機会を奪っ
たりするような取り組みが無いか確認して
いる。
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

14

法人代表者及び管理者は全職員に対して日
頃よりご利用者様の尊厳を守ることを教育
している。カンファレンスでも一人ひとり
の尊厳を大切にした個別ケアが行なわれて
いるか確認している。人権フェスティバル
などの紹介を行い、参加をするように促し
ている。

13

職員採用に当たっては広く募集を行い、公
正な採用選考を行なっている。幅広い年代
の職員がご利用者様に係わることでご利用
者様のホームでの生活環境が良くなるよう
に努めている。また、職員の自主性を大切
にし、地域活動や自己研鑽を積極的に行う
ようにしている。

9

10

15

月一回、法人本部にて職員研修会を行なっ
ている。月ごとにテーマを設け職員全体の
レベルアップに励んでいる。また、新人職
員についてはホームでの研修を行いスキル
アップに努め外部研修にも出来るだけ参加
する仕組みを作っている。

―

16

小郡市よりご案内のある研修会や事業所協
議会の研修、地域密着型サービス事業所の
意見交流会など、機会があるごとに参加体
制を確保できるように努めている。また、
特定の職員だけでなく多くの職員が参加で
きるように割り当てを行い交流を通じて
サービスの質の向上につながるように取り
組んでいる。

―

17

ご利用者様の生活暦や現在の様子、不安や
要望などを面談等を通じて、しっかりお聞
きするようにしている。また、担当ケアマ
ネージャーやソーシャルワーカーと職員が
連携し、ご利用者様のニーズに応じられる
ように努めている。

―

18

ご相談がある場合には、ご利用前に必ず
ホームに来館して頂き説明を行うととも
に、不安や希望もお聞きしている。また、
ご本人、ご家族様と積極的にコミュニケー
ションを図るように心がけ、意見を発しや
すい雰囲気作りを心がけている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

当事業所のサービス以外の選択肢の視野に
入れ、必要とされるサービスの情報が提供
できるようケアマネージャー、ソーシャル
ワーカー等と連携を図っている。

―

21

職員はご利用者様の家族と協力し一緒に支
えていく視点から、日頃のご利用者様の状
況をお伝えするとともに、趣味や特技、生
活歴の情報を収集し、、その人らしい生活
頂けるよう努めている。また、ご家族に認
知症についての理解を深めて頂けるよう努
めている。年末には家族会を行い交流を深
めた。

20

職員とご利用者様は介護する人される人に
留まらず、一緒に生活をし協力し支えあう
関係でありたいと考えている。家事や買い
物、外出等をともに行い、ご利用者様のこ
れまでの経験を生かしていただき知恵や特
技を引き出し、支えあう関係であるように
努めている。

―

―

22

ご利用者様のこれまでの生活歴、趣味など
の情報収集を行うと共に、住み慣れた地域
に出かけたり馴染みの深い場所を尋ねるこ
とが出来るように支援している。また、入
所後もかかりつけ医への病院受診を行いな
じみの関係の継続を支援している。

11

23

孤立するご利用者様がいないよう外出やレ
クリエーションへの声掛けを行い、他のご
利用者様等との交流が出来るように促して
いる。コミュニケーションが困難な場合、
職員が間に入り会話をつなぎ、語利用者様
同士がよい関係を構築・継続できるように
支援している。

―

24

入居契約時に法人の関係施設の説明を行
い、継続したサービスの提供が可能である
ことを説明し、ご利用者様の居場所作り
と、ご家族様へのフォローが出来るよう努
めている。また、サービス終了後も、ご相
談等を通じて、関係が継続していくことを
説明し安心していただけるよう努めてい
る。

―
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

28

入居時にご利用者様とご家族の希望を伺
い、出来る限り希望に添えるようなプラン
を立てている。また、かかりつけ医や職員
等の意見を取り入れ、反映できるよう多職
種連携でのカンファレンスを行い、計画を
作成している。モニタリング時にもご利用
者様本人及びご家族の意向を再確認してい
る。

27

事前に聴き取りし得た情報を基本とし、生
活していただく中でご利用者様と接し、具
体的な情報が収集できるように努めてい
る。また、アセスメントシート等を活用し
て、状態把握が出来るように努めている。

―

13

―

29

介護計画の実施記録、日常生活の中でのエ
ピソード記録、ご家族からの相談、職員の
気づきなどを記入している。職員全員が情
報を共有し介護計画を見直していけるよう
に努めている。

―

30

ご利用者様本人やご家族を汲み取り個別の
対応が取れるように支援している。状況に
よっては協力医療機関や他事業所との連携
を図っている。外泊時の送迎支援や面会支
援など、必要に応じて相談しながら、ご利
用者様及びご家族の生活の支援に努めてい
る。

12

生活歴、家族関係やなじみの方々、趣味や
特技、これまでの生活スタイル等、ご利用
者様やご家族から、情報を集め、出来る限
りこれまでの生活を継続し、その方らしく
生活していただける努めている。利用前の
ケアマネージャーやソーシャルワーカーと
も連携を図るよう努めている。

25

一人ひとりの希望される暮らしを会話や生
活の中で表現できるよう支援し、ご本人の
いこうが確認できない場合でも、ご家族等
より情報を教えていただき、利用者本位の
個別ケアが出来るよう検討している。
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

―

36 ―

15

マニュアルを通して、急変や事故発生につ
いて確認を行なっている。また、法人本部
で定期的に行なわれている緊急時の対応に
ついてのの研修に参加している。カンファ
レンスを通してご利用者様の状況うをス
タッフ間で共有し、対応できるように努め
ている。

35

入所時に重度化や終末期のあり方について
十分な説明を行い看取りケアの方針に同意
を得ると共に、終末期に関する意思確認を
書面して行なっている。協力病院やかかり
つけ医等と連携し重度化や終末期に対応で
きる体制をとることができるよう運営推進
会議等も含めて体制つくりに努めている。

協力病院にとの連携を大切にしつつ、ご利
用者様本人やご家族が希望される医療機関
を利用して頂いている。また、緊急時おけ
る協力病院との体制についても説明したう
えで、安心して希望に添える医療機関を選
択している。

34

入院された場合医療機関(ソーシャルワー
カー）、ご家族と密に情報交換を行い、早
期t退院できるように連携している。また、
退院後も医師、看護師等に相談し助言を頂
きながらケアを行い再発防止に努めてい
る。

14

33

１階の施設の看護師等と連携を図り、些細
なこともでも相談し助言を受け、スタッフ
間にも伝達している。看護師、スタッフが
利用者の健康状態を十分に把握できるよう
にできる限りスタッフも看護師に同行し
チェックを行うよう心がけている。

31

運営推進会議を利用し、ご利用者様の状況
を説明すると共に、市役所職員や民生委
員、地区役員の方々の意見を頂いている。
ボランティアや慰問も積極的に受けてい
る。地域の公共施設を利用したり、お祭り
や催しに参加している。

―

32
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

38

入居されるときに別紙にて個別情報保護に
ついての確認を行なっている。また、訪
室、入浴、排泄等やむをえず入室する場合
はプライバシーを損ねることが無いような
声掛けを心がけている。プライバシーに関
わることを大声で話し合ったりすることは
慎むよう職員間で注意しあっている。

17

39

利用者の自己決定を尊重し、日頃から傾聴
と理解していただけるような説明を心がけ
ている。また、意思表現が少ない方も可能
な限り自己表現できるよう声掛けの工夫や
表情から読み取る等の取り組みを行なって
いる。

―

41

入浴時等、本人の好みの服を選んで頂ける
よう支援している。理容、美容室は本人の
希望を重視している。ご自分で訴えられな
い方も、定期的にカットサロンを利用でき
るよう配慮している。

40

催事以外、特に日課を決めずにその煮の天
候や利用者の希望に添って少人数もしくは
個別に対応できる体制にしている。起床、
就寝、食事、入浴時間等個人のペースを大
切にするよう心がけている。

―

42

―

ご利用者様の状況に応じて、食事の準備や
片付け、調理の補助などを依頼している。
季節を感じていただけるように献立を工夫
することで食事を楽しんでいただけるよう
に工夫している。又、利用者の意見を伺い
ながらマンネリ化しないよう改善に努めて
いる。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

定期的に防火訓練を行い、消防署にも立ち
会って頂き防火訓練を開催することが出来
た。運営推進会議で地域の方に避難協力の
依頼をする共に場合によっては避難所とし
ても利用していただけるよう声かけしてい
る。災害時マニュアルと緊急連絡簿を設け
ている。

16
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

入浴は毎日出来るよう準備し個人の希望を
尊重しながら毎日あるいは１日おきに入浴
を提供するよう努めている。また、スタッ
フが湯温の好みを把握し、冬至には昔から
の習慣であるゆず湯にしたり、入浴を嫌う
利用者様には声掛けの工夫等を行ない気持
ちよく入浴して頂けるよう努めている。羞
恥心の配慮として一人ずつ入っていただき
出来ないことのみ介助を行っている。

1945

排泄の失敗がある利用者に関しては排泄
チェック表を作成し排泄パターンを把握す
るように努めている。失敗の無いようトイ
レの声掛け、誘導を行い、紙パンツ等の使
用は極力避けかけ布パンツに移行してい
る。

便秘予防の為運動、水分摂取を促し毎日の
排便状況の確認を行っている。排便傾向の
ある御利用者様には主治医に相談し服薬等
の対応を行っている。ヨーグルトや牛乳・
オリゴ糖を提供するなど、乳製品等を活用
できるように努めている。

―

20

46

47

43

かかりつけ医や法人看護師との連携の中
で、糖尿病の方のカロリーが増えないよう
におやつを工夫したり疾患に対応して減塩
を行うようにしている。嚥下や咀嚼状態を
よく観察し必要に応じて刻み、ミキサー、
とろみ食を提供している。栄養バランスに
ついては本部の管理栄養士に相談してい
る。

―44

毎食後に歯磨き、うがいを行っている。自
分で不十分な場所は介助にて残渣物を除去
している。歯科医師との連携を図り、食事
に対するクオリティが向上するよう必要に
応じて受診を勧めている。

48

安眠や休息の時間は個人差があるため個人
の習慣を重視し好きな時間に就寝、起床を
して頂いている。夜間、不眠傾向の方は日
中なるべく活動していただき安眠できるよ
う支援している。利用者の状況に応じ、日
中横になられる時間を設けるなど個別の対
応を行っている。

―
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

服薬している薬の内容がスタッフ全員が理
解できるよう薬の一覧表としてファイル
し、いつでも確認できるようにしている。
ファイルには薬の名前・写真・容量・効
能・注意事項・副作用等が記載されてい
る。

―

50

日常生活において役割を持っていただくこ
とで、生きがいを感じていただき、特技や
趣味が出来る場を提供することで楽しみを
持てる支援している。また、関連施設の行
事や地域のイベントなどにご利用者様をお
連れしたりするなど、楽しみごとの支援に
努めている。今後は、移動売店も楽しみの
１つである。

―

52

お金を所持することで安心されるご利用者
様がいる場合には家族の了解を得て所持し
ていただいている。また、入居時にお小遣
いをお預かりしている為、外出時などご自
分の好きなものを購入するなど自由に使用
できるよう支援している。

51

―

21

可能な限り外の空気が吸えるように支援
し、進んで外出されようとされない方にも
個別に戸外で過ごしていただく機会や買い
物、ドライブ等に行く機会を設けている。

54

不快な音光がないように常に配慮してい
る。湿温時計を確認し換気を行ないながら
適温・適湿を保てるように調整している。
食事位置の配置や日頃過ごされる場所は、
ご本人の意思でほぼ固定されている場合も
あり、馴染んだ場所で落ち着いて過ごして
いただいている。季節感を感じていただけ
るようご利用者様と共に季節に応じたレイ
アウトをしている。

22

53

電話の利用はご家族等の都合を配慮しなが
ら可能な範囲でご利用いただいている。年
賀状や暑中お見舞い、お手紙の返事などス
タッフが支援しながら書いていただいてい
る。

―
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

入居時に使い慣れた物や馴染みのあるもの
持ってきていただくよう説明し家具など以
外にも位牌や写真等も持ち込まれている。
居室内での生活が自立できるよう利用者・
家族に相談しながらレイアウトを考えてい
る。

57

場所を確認できるようその都度説明するな
どして、理解できるように工夫している。
時計・ネームプレート・カレンダーは利用
者の目線に合わせて設置している。季節を
感じていただけるよう利用者と共に季節に
応じたレイアウトをしている。

56

55 ―

23

リビングやダイニングを明確に分けてい
る。ソファーやテーブルを多く配置してい
るので木のあった者同士が小集団を作りや
すい環境になっている。テーブル分けて配
置することで一人でくつろいで過ごして頂
くことも出来る。
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和2年3月16日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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